
「おむすび食べたい」 

餓死事件から   

10周年集会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埼玉県深谷市の老夫婦と娘さんの親子心中事 
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全生連全国交流会に参加(小倉生健会 酒井副会長) 

生活保護･国保の改善もとめ交流 

高すぎる国保料の滞納者に対して、生活

費が差押えされるなど、全国で徴収強化が

実施されています。これらに対し生健会は

様々な団体と一緒に運動して、国保料の引

き下げ、値上げストップなど成果をあげた

経験等が交流されました。 

 

大阪の生健会が、生活保護費が 5千円上

がったらどうしたいですか？というアン

ケートをとったところ、おかずを一品ふや

したいや、外食をしたい等、食事に関する

ものが多かったそうです。次に、旅行した

い。電化製品の買い替えの為に貯金したい

でした。生活保護費が引き下げられ、食費

に一番しわ寄せが出ていることを実感し

ました。 

埼玉県深谷市の老夫婦と娘さんの親子

心中事件では、助かって罪に問われた娘さ 

んが弁護士に「生活保護だけは受けたく

なかった」と言ったそうです。 

生活保護でなく死を選んだ親子 3 人。

そう思わせるような風潮が漂っている日

本に、悔しく悲しい気持ちになりました。 

生活保護を受ける事は悪い事でしょう

か？ 恥ずかしい事でしょうか？ ヨー

ロッパでは、高齢者の生活は保障され、

生活保護は世間一般にも当然の権利とし

て認められていると聞きます。必要な方

が、胸を張って生活保護を受けることが

できるようになるよう頑張ります。 

えっ! 右の図を見てぶったまげ

ました。 

 

安倍首相がアベノミクスは成功したと言っています

が、大企業や資産家には、なるほど大成功。ところが、

庶民の給与は全く上がってない。 

これだけでも不公平なのに、そのうえ、大企業･富裕層

には減税。庶民には、増税と社会保障の切り捨て。有権

者の数では圧倒的に多い庶民のみなさん。この不公平を

選挙で変えようではありませんか。 

                                                     

＜主な日程＞ 

10/07㈯ 13時 合同班会議 たかせ事務所隣 

10/13㈮ 15時 市生活保護課懇談会 複合施設(大手町) 

11/27㈪ 14時 生存権裁判 第 10回口頭弁論 福岡 

11/28㈫ 13時半 年金裁判 第 9回口頭弁論 福岡 

 

 

◆（問い）３５歳、独身・一人暮らしです。パート

で働いていますが給与が月に７万くらい、食べてい

けません。なんとかなりませんか？ 

 

●（答え）若い人であっても、収入が少なく、貯金

や資産がない場合は、生活保護を受けることができ

ます。 

生活保護では、住んでいる地域・年齢・同居家族

数等によって「保護基準額」が定められていて、 

実際の収入と、この「基準額」を比べて、足りな

い分が、毎月の初めに給付されます。 

 北九州市では、単身・３０歳代の場合、基準額

は、月額７５，８４０円と家賃（上限２９，００

０円で実費）の合計額で、冬季（１１～３月）は

２，５８０円の加算などがあります。働いている

場合は、基礎控除（７万円の給与の場合は２０，

４００円）と通勤費などの就労に必要な経費を控

除した額が、収入として認定されます。 

 

※なお、詳しいことは本紙連絡先にお尋ね下さい。 

              働いても、収入が少なく生活できない 
                 なんとかなりませんか？ 

9月 19・20日東京に、全国の「生活と健康を守る会」から 218人が集まり、国民健

康保険と生活保護問題の交流会が行われ、参加した酒井順子副会長に話を聞きました。 

二度とこのような事件は起こさせない。必要な

人がきちんと生活保護を受けることができるよう

にと、全国の学者や弁護士、司法書士や団体など

と、地元の当事者や生健会などが一緒になり、改

善を求めてきました。 

現状でも生活保護の申請率が 4 割弱に抑えられて

いることなどを紹介し、一層の改善が必要だと訴

えました。 

集会には沢山の方が参加し椅子を追加しても間

に合わず、立ち見などの人で溢れました。 

作家で「反貧困ネットワーク」世話人の雨宮処

凜さんと「生活保護問題対策全国会議」代表幹事

の尾藤広喜弁護士がトークを行い、「水際作戦は、

厚生省（当時）がつくった言葉」「必要な人にき

ちんと生活保護を」などが語られました。 

 10年前、小倉北区神岳に住

む男性が「生活保護の辞退届

を書かされた。おむすび食べ

たい」などのメモを残し餓死

しました。 

 集会では、北

九州社会保障推

進協議会の高木

健康弁護士が 10

年間の取組や、 

≪声≫ 年金者組合の方から「前回の『通院交通費』の記事が良かった。みんなに知らせます」と言っ

ていただきました。同じ記事で、南区の 80歳代の方からは「生活保護者が優遇されている」とも言われ

ました。その方もわずかな年金で、病院に行くことさえためらっている方でした。「弱いもの、貧しい

ものが、いがみ合わず、力を合わせて世直しを」と、お話しし「そうですね」と言っていだきました。 



 

●極限まで生活を切り詰めなくても 

生きていける社会を! 
 

生存権裁判の原告 山脇誠さんの意見陳述 

２０１７年９月１１日 

 

原告の山脇誠です。

昭和２６年生まれで、

現在６５歳です。私

は、中学校を卒業後、

職業訓練所に入り、

自動車整備と溶接の

技術を学びました。 

 八幡の鉄工所で少

し働いてから、福岡

に来て、父と弟と一

緒に内装の仕事をし

ていました。その後、 

産業廃棄物の処理工 

場で１０年近く勤め、４０歳の時に福岡市の

東区にある溶接業の会社に入社しました。 

 その会社では１０年以上勤めていたのです

が、５２，３歳の頃、社長が会社をたたむと

言い、私は無職になりました。 

 ９ヶ月間、ハローワークに通いましたが、

仕事は見つかりませんでした。ハローワーク

では、「５０歳を過ぎているんですね。まだ

４０代ならなんとかなるんですがね」と言わ

れました。私は、自分ではまだまだ仕事がで

きると思っていたのですが、社会では５０歳

を超えると受け入れてくれる勤務先はないよ

うでした。 

 仕事が見つからず、生活費も底をついたた

め、生活保護を受け始めました。 

 生活保護を受け始めた当初は、新聞の配達

の仕事を紹介してもらい、月に３万円くらい

の給料を受け取って、少しでも自立しようと

がんばりました。 

 しかし、６０歳の時に脳梗塞になってしま

い、左足にしびれが残り、１００メートルか

ら２００メートルしか歩けないようになり、

新聞配達の仕事を続けることができなくなり

ました。 

 今は、脳梗塞が再発しないように、野菜中

心の食事にしています。野菜は、ルミエール

という食品がとても安いスーパーマーケット

で、特売のものや見切り品を購入しています。

野菜は、うす味の醤油やみりんで味をつけ、

沸騰したらすぐ火を止めて、古い新聞紙とぼ

ろぎれでくるんでしばらく放置して余熱で調

理するようにしています。こうして調理する

ことで、ガス代がかなり節約できます。 

 私の料理ですが、冬場は、白菜、モヤシ、

ゴボウ、コンニャク、少しの鶏肉の野菜鍋、

他の季節は、キャベツ、モヤシ、ニンジン、

ピーマン、豚肉の野菜炒めか、キャベツ、ピ

ーマン、春菊、キュウリ、トマトの生野菜サ

ラダです。一回作ったら２～３日かけて食べ

ます。 

ルミエールは夜１０時になると、惣菜が半

額になります。ご飯だけがパック詰めされた

ものが１００円で売っているのですが、これ

も半額になります。ご飯を炊くと、保温や温

め直しにも電気代がかかるため、この半額に

なったご飯を買って、惣菜とともにルミエー

ルに備え付けてある電子レンジで温めて帰り

ます。電子レンジを持っているのですが、電

気代がかかるため、使いません。 

 電気代の節約のために、家では部屋が暗く

なるまで電気をつけませんし、エアコンもつ

けません。昼間の暑い時間帯には、近くのユ

メタウンに行って、ベンチに座って涼んでい

ます。このように電気を使わないように気を

付けているので、私の電気代は、安い月で１

０００円、高い月でも１５００円くらいです。 

 水道代も気を付けています。トイレは、ス

ーパーに出かけた時にするか、家にいるとき

は、できるだけ我慢して、自宅から自転車で

１分の場所にある潮見公園にしにいきます。

家のトイレを使うのは、急にトイレに行きた

くなって、どうしても潮見公園まで我慢でき

ない時だけです。 

 お風呂は、水道代もガス代もかかるので、

家では入らず、銭湯に行っています。銭湯は

１回４４０円かかるのですが、私は夏場でも

我慢して４～５日に１回、冬場は週に１回だ

けにしています。他の日は、タオルで身体を

拭くだけです。 

 ガスは、料理に使うだけなので、月に３５

００円程度です。水道代も同じくらいの値段

ですが、以前は下水道代の１６５０円がかか

っていませんでしたので、もっと安く済んで

いました。今はとても大変です。 

 服を買うことはなく、前から持っているも

のを着ています。下着は年に２回買えたらい

い方です。靴も、ルミエールで５００円で売

っているものを買います。 

 私は、もともと食べることが大好きです。

なので、ユメタウンに涼みに行った時に、食

品売り場を見て回ります。もちろん、買えな

いので、「うまそうだなぁ、お金があって買

えたらいいなぁ」と想像するだけで我慢しま

す。 

 ここまで我慢して、やっと月に３０００円

くらい貯金することができます。 

 貯金したお金は、年に１回だけ正月に好き

なものを食べることに使います。でも、全部

使ってしまうと、家電製品が壊れてしまった

場合に買い換えることができなくなるので、

貯金をします。 

 現に、ここ１０年の間に、洗濯機、ガスレ

ンジ、冷蔵庫、掃除機が壊れてしまったので

すが、貯金をしていたことで、リサイクルシ

ョップで買い換えることができました。もち

ろん、高価なものは買えませんので、全部１

万円以下でした。 

 以前は、ここまでしなくても月に３０００

円の貯金をすることができていました。お風

呂にも、夏場２～３日に１回行くことができ

ていました。私は自然があるところが好きで、

山登りをしたり海を見にいったりしていたの

ですが、今はそういう場所に行く交通費もね

ん出できなくなりました。そのため、唯一の

娯楽は、県庁の横にある東公園に行くぐらい

です。 

 私の今の生活は、毎日がこのような我慢の

連続です。こんなに極限まで生活を切り詰め

て我慢をしなくても生きていけるように、ま

た、少しでも毎日の生活に楽しみを見いだせ

るようにしてほしいと思います。 

 

 

 

 

 

 

●「私の要求」運動に 

      あなたも一言 
生健会は「私の要求」運動を自治体などに

対して行っています。皆さんの切実な要求を、

「私の要求」にして、行政に求めましょう。 

 

北九州市長 北橋 健治 様 

私の要求 
     ２０１７年９月２９日                      

 

「私の要求」： 市営住宅吉田団地内の公園

にトイレを作っていただきたい。 

                   

私は、市営吉田団地に住んでいます。私の

棟の前には公園があり、子どもたちや、親子

づれが利用しています。ところが、公園には

トイレがありません。 

そのためにトイレが必要になった子どもた

ちは、私の家に来てトイレを借りに来ます。

そして、それが日常になっています。私は、

自宅のトイレを貸さないといっているわけで

はありません。やはり、小さな公園であって

もトイレを設置していただきたいと思います。                                       

男の子などは、公園の片隅で用を足すこと

もありますが、女の子や親子づれはそうする

わけにはいきません。 

市役所は小さな公園にはトイレは作らない

方針と聞きましたが、吉田団地にある公園は

小さな公園ばかりです。また、広大な団地の

中に公衆トイレはありません。仮にあったと

しても、そこまで移動することは困難です。 

団地内に公園があることは､住民にとって

本当にありがたいことです。一定の空間があ

り、遊具があり、子どもやお年寄り、家族ず

れが集う場所になっています。また、防災上

も重要な施設です。ですから、なおさら小さ

な公園であっても、是非公園にトイレを設置

していただきますよう要望いたします。よろ

しくお願いいたします。 

 

住 所：北九州市小倉南区上吉田・・・・   

氏 名：○○○  

 

取り次ぎ団体：小倉生健会 会長 八記博春

（090-1361-0876 yatuki@syd.odn.ne.jp） 

法定で陳述後、支援者に

挨拶する山脇さん 
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